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１　は　じ　め　に

　　　　　　　１）
　経済学批判体系におげる後半体系は，国家，外国貿易，世界市場とそれぞれ

資本主義生産様式の実体を明らかにする上で最も具体的た領域である。この後

半体系の現状の研究は，「マルクスの著作やマノレクス主義の古典に散見する諸

命題を集めて，これらに一貫した解釈を与えようとすれほ，それで後半体系を

構成できると考えているかに見える研究論文」と，その一方でｒ近年，後半体

系の三項目のそれぞれについて，たとえぱ，財政学や杜会政策の分野からの国

家の研究，国際経済学の分野での国際貿易論や世界市場の研究，恐慌論の分野

からの＜世界市場と恐慌＞への関心などが高まり ，それなりに理論内容の豊富

化への努力が続げられている」。しかし研究全体としては，「後半体系全体を視
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
野に入れた研究になっていないため，相互の交流は乏しい」，といわれている 。

　後半体系は，いうまでもなく前半体系から上向した具体的な国家すなわち国

民経済領域の設定，国民経済問の国際的経済諸関係，国民経済の複合体として

の世界市場の運動と態様を明らかにすべき課題をもつ領域である。すなわち後

半体系は，経済学批判前半体系の「資本，土地所有，賃労働」という資本主義

の内部的仕組みの解明の上にたって，資本主義の運動法則がどのように貫きど
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のように姿を変えていくのかを明らかにすることである。資本は国民経済の枠

から飛び出すことによって国際的経済諸関係を結ぶが，その国際的経済諸関係

およびその総体としての世界市場においては，資本はどのような新たな運動が

展開されるのかを明らかにしたげれぱたらたい。いいかえれぽ・後半体系は ・

前半体系で解明された資本主義の運動法則がどのように貫徹するのかというこ

とと，国民経済領域の設定，国際的経済諸関係の成山世界市場の彩成によっ

て生じ。る独自の領域での運動法則を明らかにするという課題をもつということ

である。したがって資本主義の運動法則を明らかにする経済学批判後半体系は ，

より具体的，歴史的な領域であるということもできよう ・

　後半体系の課題は以上のように表現することはできるが・にもかかわらず木

下悦二氏が指摘するような状況になっている。すたわち国際経済論もしくは外

国貿易論の理論化，体系化がかならずしも十分に行われていないことである ・

その原因はどこにあるのであろうか 。

　国際経済論あるいは外国貿易論などと題して公表されている書物をみても １

後半体系の領域を明確に設定し体系だ って展開されている著作は多くはたい 。

たとえば後半体系の理論化をめざして外国貿易論の領域を明確にしようとした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
渋谷将氏の労作ｒ経済学体系と外国貿易論』においては次のようた編別にた っ

ている。第１章，『資本論』における「外国貿易」，第２章
，資本主義におげる

外国貿易の必然性，第３章，リカァードゥの外国貿易論について，第４章
，外

国貿易と価値法則，以下は国際的分業，諸資本の競争と外国貿易とた っている ・

渋谷氏の著作は過去に発表された論文を中心に再構成されたものであるが，編

別構成においては，氏の外国貿易論研究の方法論が示されているのである
。そ

れは従来の研究とは異なった視座で，外国貿易論研究の一つの方向性を与えて

いるのであるが，著作全体としては外国貿易論を展開するにあたっての「基礎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
的部分」の論述に重点が置かれ，外国貿易論の「本来の部分」の論証は必ずし

も十分には行われていないのであ乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　吉信粛氏の編集によるｒ貿易論を学ぶ』は外国貿易論の入門書として書かれ

ているが，外国貿易論の体系化ということには相当の関心が寄せられている ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２５）
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その編別は次のようにた っている。序章，貿易論を学ぶために，第１章，第２

章， 貿易の歴史，第３章，貿易論の前提としての国家，第４章，資本主義と国

際分業，第５章，国際交換，第６章，貿易と国際収支，第７章，外国為替と為

替相場，第８ ，９章，貿易政策，以下戦後の新しい国際現象と理論，目本貿易
と・ この著作ではマルクスの経済学批判後半体系のプラソを意識しながら，現

実の問題と理論までを分析した体系的な編別にた っている。それぞれの論述は

入門書ということでわかりやすい表現をとっ ているが，各章とも　般的た叙述

にとどまっ ていることと，執筆者によっ て論述の差があり ，編者の意図にもか

かわらず全体としては必ずしも体系的な論述になっていないように思われる 。

しかし国際経済論あるいは外国貿易論の体系化，理論化への研究の一方向を示

したものとしてみる必要があろう 。

　近代経済学の国際経済学，外国貿易論においても体系化が試みられている 。

　　　　　　　　　　　　　６）
たとえ１ま小島清氏のｒ外国貿易』では次のような編別になっている。第１編，

た笹貿易は行われるか，第１章，国際経済学の対象と方法，第２章，国際分業 ，

第２編，貿易はいかに行われるか，第３章，外国為替および為替相場，第４章，

貿易はどうして均衡するか，第５章，国際収支の調整，第６章，国際通貨問題 ，

第３編，国際貿易の理論，第４編，世界貿易の動向，という構成で，国際分業，

国際交換，外国為替，国際収支，国際通貨，貿易の利益と国民経済，貿易政策，

そして現状の国際経済，世界経済分析が基本的内容とな っている。リカァート

ゥの外国貿易論を基礎にケイソズ理論を適用していくという方法で，経済学方

法論の違いはあるとはいえ，外国貿易論の体系化ということでは注目すべき著

作といえよう 。

　マノレクス主義経済学および近代経済学のどちらも国際経済論 ・外国貿易論の

体系化が試みられているが，現状では両経済学とも国際経済論 ・外国貿易論の

　般理論の構築までには必ずしも到っていない。むしろ最近では，国際経済論

の理論化 ・体系化よりも複雑な国際経済諸現象の分析に重点が移ってきている

ように思われる。いわぱ理論化 ・体系化よりも現実分析に優先権があるかのよ

うである。もっとも近代経済学においては，政策学としてある以上は現状を分

　　　　　　　　　　　　　　　　（４２６）
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析し政策化していくことが目的であるから当然のことといえよう 。

　経済学批判体系において，国際経済論 ・外国貿易論は極めて重要な領域なの

であるが，なにゆえ理論化 ・体系化が十分に進展しないのであろうか。その原

因は一つにはマルクス自身後半体系に関する叙述は体系だ って残しておらず ・

必要に応じ。て部分的な叙述を残しているにすぎないこと，二つには，資本主義

の歴史において「国際化」の進展がそれほど急速ではなく ，資本主義的国際経

済関係は１９世紀末からの帝国主義段階への移行によっ て先進国と後進国あるい

は植民地領有と支配といういわぱ帝国主義の分析，理論化が要請されたこと ・

さらに国際経済論 ・外国貿易論の日本における研究は，戦後発展した領域であ

って研究の蓄積がうすかったことなどであろう 。

　戦後の目本における国際経済論 ・外国貿易論の研究は，後半体系の理論化 ・

体系化を模索していわゆるプラソ問題，外国貿易の必然性論，国際価値論，資

本輸出の必然性論，為替相場論などとして展開され，数多くの論点が明らかに

されてきた。しかしそれぞれの問題は論争として結着がついていない部分が多

く， 今目でも数多くの研究者が課題の解明をめざしている。論争は全体として

国際経済論 ・外国貿易論の体系化のための有機的関連が行われることが少なく

なり ，各論の詳細な研究ということに重点がおかれるようにた っている 。さら

に国際経済論 ・外国貿易論の研究は，多国籍企業，「南北問題」１国際通貨 ・金

融問題，経済統合といった現実的領域での理論および現状分析に重点が移りつ

つあり ，専門の研究者も数多く生まれている。これらの研究も，資本主義の経

済的諸関係を解明するという経済学の課題からすれぱ当然推進されなけれぱな

らないのであるが，しかし国際経済の諸現象の各論分析は進展しているとはい

えそれらの各論を有機的に結ぴつげ，総体としての国際経済，世界市場を分析

し， 理論化するという作業も怠ってはたらたいであろう 。先にも述べたように

現状では国際経済および世界市場の理論化 ・体系化は進展しているとはいいが

たい状況にある。その背景には経済学の方法論上の相違もある。国際経済，世

界市場においても資本主義的生産様式に内在する諸法則が姿を変えて貫くとい

う考え方，後半体系は前半体系とは異なり独自の領域であるからいわゆる「原理

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２７）
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論」とは異なった新たな理論体系を構築しなげれぱならたいとする考え方，後

半体系においても資本主義の運動法則は貫くが，資本主義の発展とともに対象

領域およぴ運動法則も異なってくるので後半体系の理論化も段階によっ て異た
　　　　　　　７）
るという考え方，などが存在しそれぞれの方法論に基ついて課題の解明をおこ

なっ ているからである 。

　経済学の課題とくに後半体系におげる課題は，資本主義の基本的な価値法則

・剰余価値法則をはじめとする運動法則が国際経済的諸関係，世界市場を通じ

てどのように貫き・どのように展開されるのかを明らかにすることである，と

した場合，それは資本主義の内部的仕組みの理論の直接的適用を意味するので

はなく ，後半体系固有のものとして展開されたげればならないことである 。こ

こでいう固有の領域とは，国際的経済諸関係は，国民経済を越えた経済関係で

国民経済内での運動法則が直接貫くということでは淀いことを意味している
。

たとえば国際的価値の間題などにあらわれているように，国際経済領域での独

自の問題があるということでもある。そして後半体系は，資本主義の発展段階

に応じて運動法則がどのように移を変えて貫いているかを明らかにするという

課題ももっ ている 。

　国際経済論 ・外国貿易論は，すくれて今目的な国際経済の諸現象を分析する

道具でなげれぱならたい。したがって国際経済論 ・外国貿易論の理論 ・運動法

則を解明し・体系化をはかっていくことは今目の経済学の重要な課題でもある

ということである 。

　　 １）　マルクスｒ経済学批判』序言の文章において経済学批判体系の全体を次のよう

　　　に述べている 。

　　　　ｒ私はプルジ ョア経済の体制をこういう順序で，すなわち資本 ・土地所有 ・賃

　　　労働，国家 ・外国貿易 ・世界市場という順序で考察する。はじめの３項目では ，

　　　私は近代ブルジ ョア杜会が分れている３つの犬きな階級の経済的諸生活条件を研

　　　究する・その他の３項目のあいだの関連は一見して明らかである 。」（Ｍａｒｘ－

　　　Ｅｎｇｅ１ｓ－Ｗｅｒｋｅ・Ｂｄ１３・Ｄ１ｅｔｚ　Ｖｅｒ１ａｇ，Ｂｅｒ１ｍ　Ｓ７　邦訳，『マルクス ・ユソゲ

　　　ルス全集』第１３巻，大月書店，５ぺ一ジ
。）

　　　　この６つの項目のうちｒ資本，土地所有，賃労働」を前半体系，ｒ国家，外国

　　　貿易，世界市場」を後半体系と呼んでいる
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２８）



　　　　　　　国際的経済関係砂成の諸契機と国際経済論（岩田）　　　　　　　　２９

２）木下悦二稿ｒ序説」（木下悦二 ・村岡俊三編『資本論体系８ ，国家 ・国際商業

　・ 世界市場』有斐閣，１９８５年所収）２～３べ一ジ 。

３）渋谷将『経済学体系と外国貿易論』，青木書店，１９８１年 。

４）渋谷氏の外国貿易論研究におげるｒ基礎的部分」と「本来の部分」に対する私

　の考え方は，次を参照されたい 。

　　拙稿ｒ価値法則の国際的展開についての一考察」『立命館経済学』第２８巻第３ ，

　４ ，５号 。

５）吉信粛編『貿易論を学ぶ』，有斐閣，１９８２年 。

６）小島清『四訂　外国貿易』，春秋杜，１９７３年 。

７）　国際経済論および外国貿易論研究の状況および論争点は，とりあえず次を参照 。

　　木下悦二 ・村岡俊三編，前掲書 。

２　国際的経済関係形成の諸契機

　国際経済論 ・外国貿易論は，国民経済問の国際的経済諸関係を対象領域とし

ている。国際的経済諸関係はどのような経済的諸契機によっ て結ぽれているの

であろうか 。

　国際的経済諸関係の彬成の契機の一つは，国際的た商品交換すなわち狭義の

外国貿易である。国際的商品交換＝外国貿易は，国際的経済諸関係の彬成の最

も基礎的な契機である。資本主義においては商品の価値実現のために交換の場

は， 国民経済領域から国境を越え他の国民経済領域に求める。資本主義にとっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）２）
て外国貿易は必要不可欠なものであって外国貿易のない資本主義は存在しない 。

　外国貿易は国際的商品交換のことであるから，商品の輸出および輸入を総じ

て表現したものである。外国貿易は，商品輸出が行われる原因と商品輸入が行

われる原因の両側面から考察しなげれはならたい。外国貿易の原因の解馴こあ

たっ ての主要な論点は，商品輸出 ・入の間題を各国民経済におげる諸産業部門

の発展の不均衡（同一産業部門内での個別資本の発展の不均街をも含む）および，国

際問におげる諸資本の競争を基礎にしたければたらない，ということである 。

　外国貿易の背後にある国民経済問の国際的経済関係は，　般に国際的分業と

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２９）



３０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第４号）

呼んでいる。国際的分業もまた国際的経済諸関係形成の諸契機の一つであるが ，

国際的分業は，国際的な国民経済問の生産関係を表わす概念であ って，国際的

分業それ自体の存在は国際的商品交換＝外国貿易を通じてはじめて認識しうる
　　　　　３）
ものである（もちろん外国貿易として行われる顕在的国際的分業と外国貿易として生じ

たい潜在的国際的分業も存在する）。 国際的商品交換＝外国貿易は，国際的分業が

存在することによっ てはじめて行われる可能性をもつ。いわゆる交換は分業に

よっ て規定されるという問題である。したがって国際的商品交換＝外国貿易が

何故行われるかということを明らかにするということは，同時に国際的分業移

成の原因を明らかにすることにほかたらたい。国際的商品交換＝外国貿易と国

際的分業は，交換と分業という領域の間題であるが，国際的経済諸関係におい

ては，両者は同一の領域の問題として，すなわち国際的分業形成の間題として

位置つげなげれはたらない。このことは国際経済論 ・外国貿易論が前半体系と

は異なった独自の領域の間題であるということを示す一つの重要た視点にほか

たらたい 。

　国際的経済諸関係形成の諸契機の第１は，国際商品交換＝外国貿易であ った

が， 第２の契機は，資本の輸出入である 。

　資本の輸出入といった場合の資本は，　般に貨幣資本，生産資本，商品資本

の形態があるが，国際的経済関係においては貨幣資本を対象とする。国際経済

問では，生産資本および商品資本は　般に商品交換として現象するからである 。

国際経済間で対象となる貨幣資本は，利潤を生む資本および利子を生む資本の

彬態に分類される。しかし資本主義の発展とともに資本移動の移態は多様にた

り， また量的にも拡大していく 。

　レーニソ『帝国主義論』において「自由競争が完全に支配していた古い資本

主義にとっ ては，商品の輸出が典型的であったが，だが，独占が支配している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
最新の資本主義にとっ ては，資本の輸出が典型的となった」と述べられている

ように，資本輸出は独占資本主義段階になると国際的商品交換＝外国貿易に代

わっ て， 資本主義的国際経済諸関係を彩成する重要た契機にたるのである。た

とえぱ今目の世界経済における諸特徴の一つである多国籍企業の運動は，アメ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３０）
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リヵを中心とする国際的な巨大独占が資本輸出などを通じて生産の網の目を世

界に拡げていった現象で，資本主義世界市場に一おける生産 ・市場およひ技術独

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
占をめさす新たな国際的経済関係の問題でもある 。

　国際的経済諸関係を明らかにする後半体系においては，この資本輸出 ・入も

重要な対象領域となる。ここで資本輸出および輸入としているのは，従来国際

経済の問題としては資本輸出論として資本輸出が行われる原因を中心に論じら

れてきたのに対し，国際問においては資本の輸入も国際的経済関係を彩成する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
契機となる，ということを重視する必要があるからである。国際問では資本の

輸出およひ輸入の両面があり ，それぞれとのような原因によっ て生じるのか ，

どのように国際的経済諸関係を移成していくのか，そして各国民経済にはどの

ようた影響を及ぼすのかを理論的に具体的に分析する必要がある，ということ

である 。

　国際的経済諸関係の第３の契機は，外国為替相場である 。

　国際問では国民経済内におげる商品流通とは異な ってＷ（商品）一Ｇ（貨幣）一

Ｗ（商品）の連鎖は生じない。Ｗ－Ｇ（販売）とＧ－Ｗ（購買）がそれぞれ独立し

て行われているのである。したがって貨幣は，国際問では流通手段としては機

能しない。貨幣（世界貨幣）は，一方的購買手段およぴ一方的支払手段として機

能する。ここにも国際経済問では国民経済領域とは異たった独自の領域が存在

することを意味している。他国民経済の国民貨幣（通貨）が自国民経済領域に

入り込む時は，自国民貨幣と交換されたげれぼならたい。すたわち異種通貨問

の交換 ・両替である。しかし国際問とくに世界市場では国民貨幣はその制服を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
脱ぎ捨てることになる。いわぱ貨幣は本来の姿に戻ることになるのである。こ

こでの世界貨幣は国民経済問の領域の問題ではなくなり世界市場領域での問題

となる。国際問での対象となる貨幣 ・信用の問題は，世界貨幣の代位機能とし

て誕生した外国為替および外国為替取引に中心が移る 。

　貿易に伴なう外国為替取引において，外国為替もまた国民経済領域に入り込

む時には自国貨幣と交換が行われたけれぱならない。この外国為替と国民貨幣

（売買）において生じ。るのが外国為替相場現象である。外国為替相場は異種通貨

　　　　　　　　　　　　　　　　（４３１）
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相互問の交換すたわち両替相場の発展した形態である 。

　国民経済問における商業信用の発展は，また国際間におげる商業信用の発展

をもたらす。外国貿易にともたう外国為替取引の増大である。さらに銀行資本

の介在によって国際的商業信用，国際的銀行信用の発展も促進される。このよ

うに外国為替相場および外国為替取引は国際的経済諸関係を形成する契機であ

るが，同時に国際的商業信用，国際的銀行信用たどのいわゆる国際的金融連関

を生み出す契機でもある 。

　外国為替相場は，基本的には外国貿易およぴ資本移動の状況と貨幣価値の減

価によって変動するのであるが，この為替相場の変動は国際的商品交換，資本

移動などに影響を及ぽし国民経済の再生産構造の再編にもつたがるのである 。

また今日の資本主義国が採用しているような変動為替相場制は，国民経済に与

える影響は非常に大きい。外国為替相場は国際的商品交換 ・資本移動によっ て

基本的に観定されながら，今目では外国為替相場の変動によっ て外国貿易や資

本移動に影響を及ぽすという逆の現象も生じうるほどに，国際的経済諸関係形

成の契機としては重要にた っている 。

　国際的経済諸関係移成の第４の契機は，国際問におげる技術移転である 。

　技術はｒ物質的財貨の生産を目的として自然の物質に働きかげさせるために

人間によっ て創造される労働手段の一定の特殊な体系であり ，またこの体系一

般である。このさい，労働手段の体系が技術という概念の中心的な内容であ
８）

る」とされている。国際経済問の技術移転は，このような労働手段の体系とし

ての技術のはかに，ノウハウとか商標権とか直接労働手段の体系としてあらわ

れない間題もある。技術移転は　般的に個別資本問の関係として生じるが，そ

の目的は，個別資本間の提携あるいは支配，国際的独占体制の確立，市場およ

ぴ生産の支配などにある。この国際的な個別資本問の技術移転は，直接的に労

働手段の体系に属さないまでも，問接的に労働手段の体系に及凄すようた場合

もありうる。上記のノウハウ ・商標権あるいは情報などといった問題である 。

　資本主義の発展は技術の発展と一定の対応関係にあるが，その技術はますま

す複雑化するとともに多様化していく 。資本の国際化は，技術の国際的展開も

　　　　　　　　　　　　　　　　（４３２）
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もたらすことになろう 。こうした意味で技術移転もまた国際的経済諸関係を形

成する一契機として位置づげたげればならない 。

　第５の契機は，国家による援助 ・贈与などの国際的経済協力である。経済協

力は，国家のほかに個別資本あるいはいわゆる「民間」と称される援助もある
。

国家による援助 ・贈与などは国際的には「国民」あるいは総資本としてあらわ

される。しかし援助 ・贈与たどの経済協力の実体は，大部分国家財政から支出

されているように決して「国民」的性格をもっ て行われるわげではない。援助

・贈与は，一般的に個別資本にとっ て輸出拡大，市場拡大をもたらす。さらに

援助 ・贈与なとが被援助国の道路，港湾，鉄道なとのいわゆる産業基盤を整え

るということであれば，個別資本にとっ ては商品輸出の増大とともに，資本輸

出・ 現地生産などの拡大の可能性をもたらすことになる。また帝国主義段階に

なれぱ，植民地 ・従属国の維持，獲得，支配の確立に重要た意味をもつことに

なろう 。援助は一般的にｒヒモ付き」という形態で行われているように，個別

資本にとっ ての商品輸出増大をもたらすと同時に，いわゆる輸出奨励金的性格

ももっ ているのである 。

　援助 ・贈与などの国際的経済協力は，一面で商品輸出の増大，輸出奨励金的

性格が与えられると同時に，他面では，資本輸出，現地生産の拡大可能性を与

えられるということになる。さらに植民地 ・従属国の支配 ・獲得とも密接た関

係をもつし，今目にみられるようた資本主義相互間におげる援助 ・贈与なとの

経済協力も市場拡大，輸出促進をもたらす要因ともなるものなのである 。

　第６の契機は，労働力 ・人口の国際的移動である。労働力の国際的移動の大

量的 ・組織的現象は，相対的過剰人口の創出に伴う植民地への移住がある。資

本主義の発展に伴い資本は国境の外に出て行く傾向が強くたる。それは原料 ・

食糧の供給地および販売市場としての植民地の獲得としてもあらわれる。植民

地は資本に安価な労働力を提供すると同時に相対的過剰人口の処理地としても

位置づげられる。植民地は食糧供給，原材料供給，販売市場として，さらに労

働力供給と過剰労働力の処理地として宗主国の資本制再生産構造を補うものと

して位置つけられる。これらの一つの典型的な移態として資本主義と植民地問

　　　　　　　　　　　　　　　　（４３３）
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のいわゆる農工問国際的分業が存在するのである。いわぱ資本主義の発展が外

側に向かうべき資本の特徴を植民地の獲得，国際的分業の再編および労働力の

国際的移動という形態でも生じるということである。ここでいう労働力移動は ，

資本主義宗主国と植民地といういわゆる労働力の垂直的移動を意味しているが ，

国際的経済諸関係彬成の契機としての労働力移動は，先進国と後進国の垂直的

移動にとどまらたい。労働力は先進資本主義相互問においても移動するし，後

進国相互間においても移動する。また後進国 ・植民地から先進資本主義国への

労働力移動もある。先進国から後進国 ・植民地への垂直的労働力移動は，相対

的過剰人口の処理として生じる間題も，先進国問あるいは後進国 ・植民地から

先進国への労働力移動は，相対的過剰人口の存在と同時に労働力吸引国での要

因も考察したげればたらたい問題でもある。先進国での労働力吸引は現象的に

は「労働力不足」として生じているのである。たとえぱ第２次世界大戦後のヨ

ーロッバで生じ。た北アフリカ，中東，南ヨーロッバからの西ドイツ，フラソ

スなどへの労働力移動は，いわゆる出稼ぎ労働として，労働力吸引国での状況

が労働力の国際的移動を促したのであ った。もちろん「労働力不足」という現

象は，一時的なものであり ，外国から安価な労働力を移動させることによっ て・

国民的労賃を労働力の価値以下に切り下げる効果をもつし，恐慌 ・不況時にお

げる緩衡的効果をもつことにもなるのである 。

　労働力の国際的移動は，資本および技術の国際的移動に伴っても行われる ・

今目の海外現地生産の増大，海外販売網の拡大は，本国からの労働力移動を伴

う場合が多い。資本が国境を越えて，生産 ・販売活動を拡げれぼ拡げるはど労

働力の国際的移動も増大することになろう 。したがって労働力の国際的移動は ・

資本主義の発展とともにその形態は異なり ，ますます複雑化していくことにた

る， 国際的経済諸関係移成の契機の一つであるということができよう ・

　以上国際的経済諸関係を彩成する諸契機を考察したが，国際的経済諸関係の

基礎は国際的商品交換＝外国貿易である。外国貿易を基礎として資本移軌外

国為替相場，労働力の国際的移動たどの国際的経済諸関係を秒成する諸契機が

相互にからみあうのである。したがって国際的経済関係は，なにゆえ外国貿易

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３４）
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が行われるかという間題を明らかにすること，国民経済と他の国民経済との関

係あるいは国民経済と国際分業 ・世界市場関係を分析することが最も基本的な

問題ということになろう 。資本移動，外国為替相場は国際的経済関係の独自の

領域であるが，いずれも外国貿易との関連で考察することが必要なのである 。

　さらに国際的経済諸関係の形成にともなって国際的経済諸制度が成立し発展

してくる。たとえぱ今日にみられる貿易に関するＧＡＴＴ，国際通貨に関する
Ｉ　

ＭＦたどの国際的経済機関は，第２次世界大戦後の国際的経済諸関係から生

み出されたものである。これらの国際的経済機関，国際的経済制度は，国際的

経済諸関係移成の諸契機を解明する中で，具体的な位置づげが必要であり ，同

時に国際的経済諸関係に多大な影響を及ぼす間題も考察する必要があろう 。資

本主義的国際経済諸関係が発展すれぱ発展するほど，国際的経済諸機関 ・諸制

度も複雑化し多様化してくる。各個別国民経済も資本主義世界市場，世界経済

の動向の中で国際経済諸政策の対応が迫まれる。国際経済状況の変動は，一国

国民経済の国内経済政策にも多大な影響を及ぼし国民経済の経済構造の再編を

促す要因にもなる。したがって国際的経済諸関係を彬成する諸契機の解明とと

もに国民経済の対外政策，具体的には外国貿易政策，国際経済政策も国際的経

済関係の展開の上では重要な課題となるであろう 。

　　１）外国貿易はｒ資本主義的生産様式の幼年期にはその基礎だったとはいえ，それ

　　　が進むにつれて，この生産様式の内的必然性によっ て， すなわち不断に拡大され

　　　る市場へのこの生産様式の欲求によっ て， この生産様式自身の産物にな った」

　　　（Ｋ．Ｍａｒｘ，Ｄａｓ　Ｋａｐｉｔａｌ，Ｍａｒｘ－Ｅｎｇｅｌｓ　Ｗｅｒｋｅ，Ｂｄ．２５，Ｓ．２４７．邦訳『マルク

　　　 ス・ ニソゲルス全集』第２５巻 ａ， ２９８べ一ジ
。）

　　２）資本主義にとっ て外国貿易が必要不可欠であることの理由は，さしあたりレー

　　　 ニソ『ロシァにおける資本主義の発展』におげる叙述が一つの示竣を与えてい

　　　る。レーニソの叙述は，ナ ロードニキ批判を中心にしているがために外国市場の

　　　必要性すなわち輸出の必要性に重点がおかれている。外国貿易の必然性を考える

　　　場合は，国際的商品交換＝輸出 ・輸入の両面から外国貿易が必要不可欠であるこ

　　　とを見る必要があろう 。

　　　　 レーニソ命題の思義と限界については，拙稿ｒ外国貿易の必然性再考」（ｒ立命

　　　館経済学』第２６巻第６号）を参照されたい 。

　　３）外国貿易の必然性と国際的分業の関連については ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３５）
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　　　拙稿ｒ国際的分業について」（『立命館経済学』第２９巻第６号）を参照されたい 。

　４）　 レーニソ『帝国主義論』字局基輔訳，岩波文庫版，１０２ぺ一ジ 。

　５）多国籍企業の問題は，資本輸出論の対象領域の間題として必ずしも位置づけて

　　　いるわげではない。たとえぱ今目の多国籍企業の資本調達の状況をみれぱ明らか

　　　なように，本国からの資本輸出のみたらず，債券発行，借入たどの資本調達によ

　　　って現地生産を可能にしている。多国籍企業の問題は，生産の国際的関係（国民

　　経済問の経済構造 ・価値体系の相違，国際的競争関係）および国際的独占 ・寡占

　　体制の問題として論じるべき領域であるように思われる 。

　　６）　資本輸出に関する問題については ，

　　　拙稿ｒ資本輸出の諸間題について」（ｒ立命館経済学』第３３巻第５号）を，参照

　　　されたい 。

　　７）　ｒ国内流通部面から外に出るときには，貨幣は価格の産量標準や鋳貨や価値章

　　標という国内流通部面でできあがる局地的な彩態を再び脱ぎ捨てて，貴金属の元

　　来の地金状態に逆もどりする。世界貿易では，諾商品はそれらの価値を普遍的に

　　　展開する。したがってまた，ここでは諸商品にたいしてそれらの独立の価値姿態

　　　も世界貨幣として相対する。世界市場ではじめて貨幣は，十分な範囲にわた っ

　　　て，その現物彬態が同時に抽象的人問労働の直接に杜会的な実現移態である商品

　　　として，機能する 。貨幣の定在様式はその概念に適合したものになる 。」（Ｋ・Ｍａｒｘ，

　　　Ｄａｓ　Ｋａｐ１ｔａｌ　Ｗｅｒｋｅ，Ｂｄ２３，Ｓ１５６邦訳『全集』２３巻 ａ， １８５～６へ 一ソ
。）

　　８）中村静治『技術論入門』有斐閣，１９７７年，１３５ぺ一ソ 。

３　国際経済論の基礎的理論

　国際的経済諸関係は，国際的商品交換＝外国貿易を基礎的契機として，資本

移動，外国為替相場，国際的技術移転，国際的経済協力，労働力の国際的移動

の諸契機によっ て結ぱれる 。

　国際的経済諸関係の基礎である国際的商晶交換に関する理論は，外国貿易の

必然性，国際的分業，国際的価値が主たる対象となってきた。資本移動は，資

本輸出論，国際資本移動論として，外国為替相場の問題は外国為替相場論とし

て論じられてきた領域である。国際的商品交換，資本移動，労働力の国際的移

動， 国際技術移転，援助 ・贈与たとの国際的経済諸関係形成の契機は，最も具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３６）



　　　　　　　　　国際的経済関係移成の諸契機と国際経済論（岩田）　　　　　　　　　３７

体的には一国民経済の国際収支としてあらわすこともできる。すたわち国民経

済が国際的経済関係を形成した総体は，国際収支として国際的関係を示すこと

もできるのである 。

　このように国際径済論 ・外国貿易論は，国際的経済諸関係を形成する諸契機

とは異なった表現で論じられている。いわぱ国際経済論 ・外国貿易論の領域に

おける各論が種々な側面から考察されてきたのである。もちろん各論研究は ，

総論としての国際経済論 ・外国貿易論の体系を意識したがら論じられているの

であるカミ，しかし全体としては各論研究の総合としての国際経済論 ・外国貿易

論の理論化の体系化は十分に進展しているとはいえないような状況であること

も事実であろう 。

　そこで国際経済論 ・外国貿易論の従未の研究をふまえて，国際的経済諸関係

形成の契機の理論的研究領域をあらためて整理してみる必要があろう 。

　最も基礎的な国際的商品交換＝外国貿易は，従来の研究においても，最も基

本的な領域として位置つげられてきた。外国貿易がなぜ必要かあるいは同じこ

とであるカミ外国貿易はたにゆえに生じるのかを明らかにする外国貿易の必然性 ，

外国貿易が行われる前提としての国際的分業の間題，具体的な外国貿易を分析

する場合の国際的競争とその背後関係の国際価格 ・国際価値の問題が，その主

要な論点であ った 。

　外国貿易の必然性の間題は，資本主義にとっ てなにゆえ外国貿易が行われる

かを明らかにすることであるが，それはすぐれて一国民経済および個別資本に

とっ ての蓄積に関する間題であり ，再生産に関する間題である。資本主義にと

っては外国貿易は必要不可欠なものであ って，外国貿易の行われたい資本主義

は存在しない。資本主義はその成立と同時に外国貿易を行っていたし，また前

期的外国貿易によっ て資本主義の成立が促された。資本主義的外国貿易の開始

は， 資本主義的国際分業 ・世界市場の確立を意味している。国際的分業の確立

が外国貿易によっ て顕在化するのである。外国貿易は国際的分業によっ て規定

されるが，他方で国際的分業 ・世界市場再編を促がす契機ともなる。外国貿易

は一国国民経済の再生産構造と国際分業関係によって観定されながら，同時に

　　　　　　　　　　　　　　　　（４３７）
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国民経済の再生産構造を再編し，国際的分業を再編する契機とたる 。

　資本主義外国貿易は，農工問国際分業に代表されるような移態はかりでなく ，

同一商品を輸出し同一商品を輸入するという捗態もある。このことは国際的経

済関係が前半体系とは異なった領域であるということを示す特徴的たことでも

あるし，外国市場の存在は，国際的経済関係において独自の運動が生じ。ること

を示すことでもある 。

　外国貿易の必然性，国際的分業の問題は，国際的経済諸関係の最も基礎的な

理論として，国民経済の蓄積，再生産と世界市場の再編の間題を明らかにする

ことである。それはすくれて国際分業彬成の間題でもある。外国貿易が行われ

る場合，国際的分業が成皿していることが条件であるが，国際的分業それ自体

は， 外国貿易によって顕在化するのであ って，外国貿易が行われなげれぱ国際

的分業関係は認識しえないのである 。

　現実の外国貿易を行いうる条件とたるのは，国際的競争関係である。国際的

競争は，国内と同様に価格競争が基本である。国際問の価格すなわち国際価格

競争を明らかにすることが具体的な外国貿易が行われる原因を解明することに

おいて必要なことである。国際価格は国際価値の現象形態であるから究極的に

は国際価値の成立と内容を明らかにすることでなげればならない 。

　国際価値は，国民経済領域におげる価値法則が世界市場ではどのように形を

変えて貫いているかを明らかにしなければたらない。価値法則は，抽象的人問

的労働という価値の実体と杜会的に必要た労働時問の大きさという量的規定の

両者を含む概念である。国際間で問題になる価値法則の修正は，量的観定と実

体規定の両面において修正が行われるということを示すものであろうか。『剰

余価値学説史』におげるマノレクスの叙述は，先進国と後進国との例を出して１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
労働目と３労働目が交換される場合「価値の法則は本質的な修正を受げる」と

している。ｒ資本論』第１巻第２０章ｒ労賃の国民的相違」においても価値法則

の修正として論じている 。

　各国民経済における価値の量的規定は，国が違い文化段階が違えば各国民的

労働の性格も異なるのであるから当然相違がある。したがって国際問では，各

　　　　　　　　　　　　　　　　（４３８）
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国民的労働を量的に直接比較することはできないことになる。しかし外国貿易

が現実に行われている以上国際価格が成立し国際価値も成立しているのである

から，何らかの方法によっ て各国民的労働が比較されていることになる。世界

市場において各国民的労働の比較は共通の尺度に還算されて行われているので

ある。共通の尺度に還算されなげれぱ国際的商品の価値の大きさを表わすこと

はできない。その共通の尺度は，世界市場では段階状にある各国の中位の労働

強度を加重平均化したものである。すなわち世界的労働である。この世界的労

働が各国民経済内におげる国民的労働（人間的労働）と同様に，国際的価値の実

体とたるものである。ただし世界的労働が国際的価値の実体であるという場合，

世界的労働はあくまで各国民的労働の存在の上にあるのであ って，世界的労働

それ自体が国民的労働と離れて存在するのではない。別のいい方をすれぱ世界

的労働は世界市場で価値の大きさを表わす度量単位としての意義をもつが，世

界的価値規定労働として独自の運動をするわげではない。世界市場における価

値規定労働はあくまで各国民経済の国民的労働である 。

　世界市場では各国民的労働はそれぞれ性格が異ると同時に，位階性 ・差別性

が生 ．じる。世界的労働は各国民的労働の性格，位階性 ・差別性を共通の尺度で

還算したものであ って，人間本来は労働に位階性 ・差別性を有しないという内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
容をあらわす普遍的労働とは異なった性格をもつものなのである。世界市場に

おげる価値法則の修正の問題は，世界的労働の問題として歴史的性格を与える

が， 他方で人間本来の労働（位階性 ・差別性をもたない）ともいうべき普遍的労
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
働の実現に向けての内容を示しているということもできよう 。

　世界市場での価値法則のもう一つの量的規定の問題は，各国の国民的労働か

労働強度の還算（労働生産性の間題も究極には労働強度に還算される）という価値法

則の修正として生じる。したがって世界市場における価値法則の修正とは，価

値法則の量的揚定におげる修正と実体規定におげる修正と両面をもっ ていると

いうことになる。国際的価値の間題は，世界的労働の大いさと実体が明らかに

されることに課題をもつのであるが，同時に外国貿易を通じた国際的搾取の実

体を明らかにするという課題をもっ ているのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３９）
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　国際的経済諸関係を彬成する最も基礎的な契機としての国際的商品交換：外

国貿易は，国際的分業移成の論理を明らかにし，各国民経済の蓄積と再生産お

よぴ資本制再生産構造 ・国際的分業再編の構造を明らかにすることと，外国貿

易を通じての国際的搾取の実体を明らかにすることが主たる論理対象である 。

資本移動，労働力移動などの国際的経済関係形成の諸契機は，外国貿易の理論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）５）
的課題が解明されることによって自つから位置つげが可能にたるであろう 。

　資本主義が確立して以来外国貿易およぴ世界市場関係が成立し，国際的経済

諸関係が結ぱれてきた。資本主義あるいは資本の外側に向かうという性格が外

国貿易や資本輸出などといった移態で行われるのである。資本が外側に向かう

場合，資本は進出先を自已に似せた市場に創出しようとする。進出の対象が資

本主義を確立した国であっても資本主義の未確立の国にあっても同様である 。

資本の外側に向かう性格はやがて地球上のすべての領域を資本主義的生産様式

に組み込んでいこうとする。外国貿易は資本主義の確立期にはその重要な担い

手とたったが，独占が支配する独占資本主義段階にたると資本輸出が主要た手
　　　　　　　　６）
段とたるのである 。

１）念のため当該部分を掲げる 。

　　「セーは，コソスタソシ ョによる仏訳のリカァード『原理』への彼の注解のた

　かで，ただ一つだげ対外貿易について正しい発言をしている。利潤は，一方で利

　益を得て他方が損をするという詐取によっ て得ることができる。一つの国の内部

　での損失と利得とは相殺される。違った国のあいだではそうしたことはない。そ

　して，リカァートの理論でさえも　　セーは述へていないことだが　　ある国の

　３労働目は他の国の１労働日と交換されうることを考察している。この場合には

　価値の法則は本質的た修正を受げる。そうでない場合には，一国の内部で，熟練

　した複雑な労働が未熟練で簡単な労働にたいしてどうであるかということも，違

　っ た国々の労働日が相互にどうであるかということも，同様である。このような

　場合には，より富んでいる国が，より貧乏な国を搾取することになり ，それは ，

　たとえあとのほうの国が交換によっ て利益を得るにしても，そうである。このこ

　とは，Ｊ．Ｓｔ．ミルも彼のｒ経済学の未解決の諸問題に関する試論』のたかで説明

　しているとおりである 。」（Ｋ．Ｍａｒｘ，Ｔｈｅｏｒｉｅｎｌ　ｕｂｅｒ　ｄｅｎ　Ｍｅｈｒｗｅｒｔ，Ｗｅｒｋｅ ，

　Ｂｄ．２６，３Ｔｅｉ１，Ｓ．１０１．邦訳ｒ全集』第２６巻皿，１３２～３べ一ジ。傍点は引用

　老。）

　　　　　　　　　　　　　　　（４４０）
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２）　国際的価値の問題に関しては，拙稿ｒ国際的搾取 ・貨幣の相対的価値およひ労

　賃の国民的相違」（『人文科学研究所紀要』＜立命館大学＞第３５号，１９８２年）を参

　照されたい 。

３）人問労働としては共通のものが資本主義の発展によっ て位階性 ・差別性が強化

　され，各国労働者階級問および国民経済内部の労働者階級問の分断がもたらされ

　る。ここに労働老階級全体が資本主義国民労働の位階性 ・差別性を打破する共通

　の基礎視点が与えられる。国境を越えた労働老階級の統一と連帯の問題である 。

４）　目本における国際価値論研究の主流をなしているいわゆる「価値関係説」

　木下悦二氏，木原行雄氏，渋谷将氏，柴田政利氏，行沢健三氏（主たる文献は後

　述）一は，世界市場では各国民経済の労働のみが価値の実体であ って，世界市

　場での価値の実体である世界的労働の存在を否定している。その論理は論者によ

　っ て多少の相違はあるが共通することは次の通りである。世界市場は各国民経済

　領域の複合体であるが，各国民経済の上に成立するものであって独自の運動領域

　として存在するものではない。世界市場は各国民経済を母体とした相対的た市場

　として捉えるべきである。したがって国際的価値の問題も各国民的価値の相対的

　た関係の問題としてあるいは単なる価値概念の問題として解明すべき領域なので

　ある。このようにｒ価値関係説」は結局は各国民的労働の交換比率の問題として

　捉えるというリカァード的国際価値論に接近することになるのである 。

　　木下悦二『資本主義と外国貿易』有斐閣，１９６３年 。

　　木原行雄ｒ輸出による超過利潤の本質１～１５」『東京経大学会誌』第４７ ・８合

　　併号～１４１号，他 。

　　渋谷将『経済学体系と外国貿易論』青木書店，１９８１年 。

　　柴田政利「国際価値論の１つの間題点」『明大商学論叢』第６７巻第２～７号 。

　　行沢健三『国際経済学序説』ミネ ノレヴ ァ書房，１９５７年 。

５）　マノレクスの経済学批判体系ｒ外国貿易」範曉の細項目である「生産の国際的関

　係」は，国際的商品交換＝外国貿易，資本移動，労働力移動，為替相場など国

　際的経済諸関係を総体として捉える項目といえよう 。ｒ生産の国際的関係」は ，

　国際的商品交換＝外国貿易が資本主義にとっ て削こゆえ必要か，国際的経済諸関

　係がなにゆえ結ぱれるかということを明らかにすべき内容をもつ，国際経済 ・外

　国貿易論展開の総括的項目として位置づけるべき項目であるということができよ

　う 。

６）資本主義が外側に向かう場合は，他の国民経済は異なった再生産体系 ・資本制

　再生産構造を有していることが条件となる。各国民経済が個々バラバラであると

　いうことである。マルクスの経済学批判体系においてｒ国家」範曉がこの状況を

　明らかにする課題をもっ ているのである。「国家」範騎はすぐれて政治的概念で

　　　　　　　　　　　　　　　　（４４１）



４２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３４巻 ・第４号）

　　あるが，国際経済，世界市場領域においては，各国民経済領域の設定（異たった

　　資本制再生産構造をもつ）が国際的経済諸関係を彬成する契機にたるということ

　　を明らかにする。媒介項としての意義をもっ ているのである 。

４　お　わ　　り　に

　国際的経済関係移成の諸契機およぴ国際経済論 ・外国貿易論の基本的理論を

考察してきたが，体系としての国際経済論 ・外国貿易論はどのように展開され

なげれぱならないであろうか 。

　国際経済論 ・外国貿易論の体系化にあたっての基礎は国際的商品交換＝外国

貿易からはじめなげればならない。国際的商品交換＝外国貿易は，具体的には

国際分業形成の理論と外国貿易が行われる場合の生産関係，競争関係を明らか

にする国際的価値の理論が主たる内容となる。国際分業彬成の理論では資本主

義的蓄積構造，資本の運動が絶えざる生産の拡大 ・絶えざる市場の拡大を求め

て外国市場に進出していく間題と，外国貿易によっ て国民経済の再生産構造再

編の過程の問題を明らかにしなけれはならない。外国貿易によっ て国際的分業

が移成 ・再編される側面と，国際的分業の存在によって外国貿易が行われる可

能性をもつ側面の両面を明らかにすることである。国際的価値の理論では国際

的価値の成止と内容を明らかにすると同時に国際的商品交換の背後にある国際

的搾取の実体を明らかにする課題をもっ ている 。

　国際的商品交換：外国貿易において資本主義的蓄積構造の国際的展開と国民

経済の再生産構造の再編を明らかにし，国際的父換の内容と国際的搾取の実体

を明らかにすることによっ て， 国際的経済諸関係形成の契機たる資本移動，労

働力移動なとの基礎的な視座が与えられるであろう 。さらに国際的経済諸関係

彬成の諸契機の展開の上で，国民経済の国際的関係の総体として生じる国際収

支の間題を考察することが必要である。そこで国際経済論 ・外国貿易論の理論

化・ 体系化にあたっての具体的な編別は次のようになるであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（４４２）
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２）

３）

４）

５）

６）

７）

８）

　　　　　　国際的経済関係移成の諸契機と国際経済論（岩田）

国際的商品交換 ・外国貿易

ａ　国際分業移成の理論

ｂ　国際的価値

資本移動

外国為替相場

国際技術移転

国際経済協力　援助 ・贈与

労働力の国際的移動

国際収支

外国貿易および国際経済政策

４３

　国際経済論 ・外国貿易論の基本的項目を掲げたが，順序は一応抽象から具体

へという方法にもとづいている。さらに編別の内容は単なる理論のみならず ，

応用 ・展開すたわち現実的分析を含める必要があろう 。

　以上本稿では，国際経済論 ・外国貿易論を展開するにあたっての基礎的考察

のみにとどまっ ている。いわは国際経済論 ・外国貿易論の理論化 ・体系化への

準備的考察にすぎない。国際的経済関係彬成の諸契機および国際経済論 ・外国

貿易論の具体的展開に関してはあらためて論じる予定である 。

（４４３）




